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2006－08 建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽 き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うが つ（ 穿 つ ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

1
2012 No.571

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

2
2012 No.572

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

3
2012 No.573KENCHIKUJIN SINCE1964
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユ バ 外 科

「 建 築 の つ かまえ方 」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜 山 女 性 家 族 開 発 院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「 空 虚 な 華 や か さ 」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには

「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー

日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの

釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
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建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵

時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水 辺 の 風 景 づ くり の 今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　
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建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論
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釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユ バ 外 科

「 建 築 の つ かまえ方 」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋
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釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法
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釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる
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釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅
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釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの
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No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜 山 女 性 家 族 開 発 院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築
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No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
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釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）
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No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「 空 虚 な 華 や か さ 」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業
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No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには

「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）
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釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験
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釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー

日本の常識は世界の非常識
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No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える
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No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題
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No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要
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No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの
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No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして
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No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために
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No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの

釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から
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釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
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釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵

時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水 辺 の 風 景 づ くり の 今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 

12
2015
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
年
十
月
中
旬
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
大
阪
府

吹
田
市
の
千
里
丘
陵
の
起
伏
に
富
ん
だ
敷
地
に
広

が
る
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
学
生
た
ち

と
初
め
て
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
東
京
の
目
黒

区
美
術
館
で
二
〇
一
五
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
﹁
村

野
藤
吾
の
建
築
︱
模
型
が
語
る
豊
饒
な
世
界
﹂
展

を
来
春
に
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館

に
巡
回
す
る
に
あ
た
り
、
村
野
藤
吾
の
手
が
け
た

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
名
高
い
関
西
大
学
の
校

舎
群
を
学
生
た
ち
と
新
規
に
模
型
制
作
し
て
展
示

に
加
え
よ
う
と
思
い
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

阪
急
電
鉄
千
里
線
の
関
大
前
駅
で
降
り
、
大
勢

の
通
学
生
の
後
に
つ
い
て
五
分
ほ
ど
歩
く
と
正
門

に
た
ど
り
着
く
。
関
西
大
学
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
法

学
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
教
え
を
受
け
た
司
法
官
と

自
由
民
権
運
動
家
の
連
携
に
よ
っ
て
、
一
八
八
六

年
に
大
阪
府
西
区
京
町
堀
に
設
立
さ
れ
た
関
西
法

律
学
校
に
始
ま
り
、
来
年
に
は
創
立
一
三
〇
周
年

を
迎
え
る
と
い
う
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
も
一
九

二
二
年
の
学
舎
建
設
以
来
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、

現
在
の
敷
地
の
総
面
積
は
三
十
五
万
㎡
に
及
ぶ
。

緑
豊
か
な
広
大
な
台
地
に
、
法
学
部
、
文
学
部
、

経
済
学
部
な
ど
の
校
舎
群
が
数
多
く
立
ち
並
び
、

そ
こ
に
学
ぶ
総
数
約
二
万
五
千
人
の
学
生
た
ち
で

あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
は
壮
観
だ
っ
た
。

　

こ
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
戦
後
ま
も
な
い

一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
校

舎
群
の
設
計
を
手
が
け
て
い
っ
た
の
が
村
野
藤
吾

で
あ
る
。
そ
の
数
は
数
十
棟
に
も
な
る
と
い
う
。

し
か
し
、
学
生
数
が
急
増
す
る
中
で
、
校
舎
群
は

現
在
に
至
る
ま
で
増
改
築
を
重
ね
て
お
り
、
村
野

の
時
代
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
と
し
て
中
央
に

あ
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
、
鬼
頭
梓
の
設
計
に

よ
っ
て
総
合
図
書
館
︵
一
九
八
四
年
︶
が
建
て
ら

れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
相
は
大
き
く
変
化
し
た
。

そ
れ
で
も
、
同
大
准
教
授
で
近
代
建
築
史
が
専
門

の
橋
寺
知
子
さ
ん
ら
の
道
案
内
で
め
ぐ
っ
た
村
野

建
築
十
数
棟
は
、
竣
工
当
時
の
面
影
を
残
し
、
大

切
に
使
わ
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
円

形
プ
ラ
ン
の
重
厚
な
法
文
図
書
館︵
一
九
五
五
年
、

現
・
簡
文
館
︶
と
軽
快
な
専
門
図
書
館
︵
一
九
六
四

年
、
現
・
円
神
館
︶
と
の
対
比
や
、
ど
こ
か
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
ロ
ン
シ
ャ
ン
教
会
を
連
想
さ
せ

る
特
別
講
堂
︵
一
九
六
二
年
、現
・
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
︶
の
力
強
い
造
形
、そ
し
て
、Ｆ
・
Ｌ
・

ラ
イ
ト
の
よ
う
な
不
思
議
な
形
の
塔
屋
が
載
っ
た

屋
根
を
持
つ
体
育
館
︵
現
・
千
里
山
東
体
育
館
︶

な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
要
の
場
所
に
点
在
す
る
建

物
は
、
村
野
の
造
形
力
の
幅
の
広
さ
と
奥
行
き
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
何
の

変
哲
も
な
い
校
舎
群
に
も
、
素
材
と
細
部
の
デ
ィ

テ
ー
ル
に
繊
細
な
取
り
扱
い
が
見
て
取
れ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
、
校
舎
群
を

設
計
し
続
け
た
村
野
は
、
よ
ほ
ど
大
学
か
ら
の
全

幅
の
信
頼
を
得
て
、
さ
ぞ
か
し
恵
ま
れ
た
条
件
の

下
で
設
計
に
あ
た
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
が
ち

だ
。
し
か
し
、
一
九
六
四
年
の
建
築
雑
誌
の
取
材

で
村
野
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
論
考
を
ま
と
め
た

佐
々
木
宏
︵
ペ
ン
ネ
ー
ム
中
真
己
︶
の
次
の
文
章

を
読
む
と
き
、
そ
の
印
象
は
一
変
す
る
。

　
﹁
関
西
大
学
の
一
連
の
建
築
は
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、ロ
ー
コ
ス
ト
で
あ
り
、

敷
地
条
件
も
悪
く
、
し
か
も
大
学
当
局
側
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
欠
如
と
い
う
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の

条
件
が
あ
る
。
ひ
と
り
の
建
築
家
が
長
い
間
、
継

続
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
、
唯

一
の
恵
ま
れ
た
条
件
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
と
て
も
、
大
学
に
と
っ
て
幸
い

し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
執
拗
に
貫
い
た
建
築

家
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
自
ら
困
難
を
買
っ
て
出

た
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
事
実
、
工
学
部
実

験
室
に
つ
い
て
は
、
設
計
料
を
払
う
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
予
算
が
乏
し
い
の
で
、
施
工
会
社
に
簡

易
な
も
の
を
建
て
さ
せ
る
よ
う
に
ほ
ぼ
決
ま
り
か

け
て
い
た
も
の
を
、
村
野
が
、
大
学
建
築
と
い
う

も
の
が
い
か
に
青
少
年
の
人
間
形
成
の
場
と
し
て

重
要
で
あ
る
か
を
説
き
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
設

計
し
て
き
た
以
上
設
計
料
な
ん
ぞ
貰
わ
な
く
て
も

自
ら
設
計
し
た
い
と
申
し
出
た
の
で
、
彼
が
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
た
、と
自
ら
語
っ
て
い
る
。

そ
の
折
に
、
実
験
室
だ
か
ら
工
場
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
建
築
家
に
わ
ざ
わ
ざ
設
計
す
る
の
を
忌
避
し

て
安
直
な
建
物
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
一
般

に
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
と
い
い
予
算
に
乏
し
く

ロ
ー
コ
ス
ト
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
す
ぐ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
力
説
し
た

の
が
い
ま
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。﹂

︵
中
真
己﹁
関
西
大
学
の
建
築
群
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
近

代
建
築
﹄
一
九
六
四
年
一
月
号
︶

　

残
念
な
が
ら
、
文
中
の
工
学
部
実
験
室
は
現
存

し
な
い
が
、
竣
工
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
ミ
ー

ス
の
代
表
作
で
あ
る
イ
リ
ノ
イ
工
科
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
る
鉄
骨
造
の
清
新
な
建
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
し
て
、こ
こ
で
佐
々

木
が
訊
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
村
野
に
は
、
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
い
か
に
学
生
た
ち
の
人
間
形
成

に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
の

自
覚
と
、
そ
の
た
め
に
、
た
と
え
ロ
ー
コ
ス
ト
の

校
舎
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
相
応
し
い
建
築
と
し

て
の
質
を
与
え
よ
う
と
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た

建
築
家
と
し
て
の
矜
持
が
あ
っ
た
の
だ
。
関
西
大

学
に
関
す
る
残
さ
れ
た
設
計
原
図
は
、
約
二
一
〇

〇
枚
に
上
り
、そ
の
格
闘
の
軌
跡
を
今
に
伝
え
る
。

関
西
大
学
に
つ
い
て
記
し
た
村
野
自
身
の
言
葉
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
の
図
面

を
通
し
て
、
村
野
が
何
を
求
め
た
の
か
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
同
じ
文
章

で
佐
々
木
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、﹁
も
っ
と
も
一

般
的
で
あ
り
、
し
か
も
、
も
っ
と
も
苛
酷
な
条
件

の
下
で
設
計
さ
れ
た
関
西
大
学
﹂
か
ら
は
、
村
野

の
建
築
の
真
価
を
読
み
解
く
新
た
な
手
が
か
り
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
現
存
校
舎
の
再
評
価
へ
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
。

特別講堂（1963年）の現況外観

法文図書館（1955年）の現況外観

関西大学　1951 ～ 74 年
ローコスト校舎群に込められたもの

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

建築士の会 「北河内・みしま野」共催　
「冬の京都歴史散策」のご案内　
2/6　CPD3単位

琵琶湖疏水とインクラインは、琵琶湖の水をトン
ネルと運河で約9km京都に引く事により飲料・
工業水、物資輸送、水力発電と言う京都の近
代化に必要不可欠なアイテムを一挙に手に入
れる一大事業でした。
今回は疎水と記念館でその実態を見聞し、南
禅寺や白川端及び祇園界隈（新町通り町屋）
を散策し京都の歴史と冬を満喫する企画です。
日時　2月6日（土）
　　　集合13：30〜16：30解散予定
　　　解散後 祇園近辺にて懇親会を予定
集合場所　京都市営地下鉄「蹴上駅」
　　　　　地下改札出口前
募集定員　約30名（申込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　（資料代等含む、懇親会費別）

第11回海外研修旅行
「ジブリの原風景と台湾の近代建築を見る」
2/17〜2/21　CPD申請中

歴史的建造物や故宮博物院、九份そして台中
までは新幹線で移動。そして南部の歴史香る
建造物を見ていきます。
詳細は事務局にお問い合わせ下さい。
日程　2月17日〜21日
コース　台北〜台中〜台南〜高雄
参加費　125,000円
申込　予約金30,000円
締切　12月19日
定員　10名の予定

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築における板ガラス〜板ガラスの
選定・施工する上での考慮ポイント〜
3/3　CPD3単位（予定）

近年、様々な種類の板ガラスや大判の板ガラス
が採用されている中で、「熱割れ」「錆割れ」「自
然破損」「層間変形」「耐風圧」「光害」等の不
具合を防止するための留意点も増え、より高度
な知識が必要となっています。本講習会では、
建築物における板ガラスの施工のポイントを中
心に、製造から加工、施工の知識、ファサード等
の様々な意匠上の要求に対応するための工法
等を解説いたします。
日時　3月3日（木）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目下車駅
内容　建築とガラス、建築のガラスフィルム、

板ガラスを採用する際の注意点、ガラス
ファサードの可能性

定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
登録有形文化財寺西家における地
域活性化事業
12/12・12/26

場所　登録有形文化財寺西家
　　　Tel.06-6624-7618
　　　大阪市阿倍野区阪南町1-50-25
最寄駅　地下鉄御堂筋線「昭和町駅」下車
　　　　徒歩1分（4番出口すぐ右折れ一つ目
　　　　辻右折れスグ）

①「なにわの伝統野菜」の魅力をさ
ぐる難波りんごさんのお話と伝
統野菜を味わう会

伝統野菜が、今、各地で復活し、まちの賑わいを
創出しています。「なにわの伝統野菜」と各地の
取組みから、食の都・大阪の実力と魅力を感じて
いただければと思います。そして、今年、収穫した

「天王寺蕪」を味わっていただきます。
日時　12月12日（金）　14：00〜16：00
講演　地元名産「天王寺蕪」から「なにわの
　　　伝統野菜をさぐる」
講師　難波りんご（天王寺蕪の会事務局長）
入場料　無料
定員　20名（要予約 先着順)

②「落語」を登録有形文化財で楽
しむ

三味線や太鼓の囃子がはいる本格的な上方
落語を間近で楽しめ、最後に近隣店から提供さ
れたお土産の抽選会もあります。
日時　12月26日（土）
　　　14：00開演（13：30開場）
<12月・師走席>
　1、元　猫･･･････月亭天使（文都門下）
　2、死　神･･･････桂　文太（五代目文枝門下）
　3、朗　読･･･････駕籠六千秋（ナレーター）
　4、お楽しみ･･････桂　文太（五代目文枝門下）
入場料　当日1,800円　前売･会員1,500円

事務局年末年始休暇のお知らせ

12月29日（火）から1月4日（月）まで休ませ
ていただきます。

平成27年度 高齢者・障がい者向け
住宅改造相談のための研修 
12/10（基礎編）・12/17（実践編）

高齢者・障がい者向け住宅改造の計画・設計
等に的確に応じるには、福祉・医療・建築の各
分野の専門家が連携し、住宅改造に取り組
む事が大切です。本研修は、そのために必要な

「基本的な知識」や「具体的な進め方」につい
て理解を深めることを目的に実施します。
主催　大阪の住まい活性化フォーラム
共催　ATCエイジレスセンター実行委員会

【基礎編】 高齢者・障がい者向け住宅改造相談
　　　　 に必要な基本的な知識について
　　　　 日時 12月10日（木）13：00〜17：00

【実践編】 具体的な事例から学ぶ住宅改造相
　　　　 談の進め方について
　　　　 日時 12月17日（木）13：00〜17：00

【見学会】 おおさかATCグリーンエコプラザ、
　　　　 ATCエイジレスセンター見学会
　　　　 日時 12月10日（木）・17日（木）
　　　 　 　　11：00〜12：00
集合場所　ATCエイジレスセンター前
　　　　　大阪市住之江区南港北2-1-10 
　　　　　ATC ITM 棟11階
定員　各100名（先着順） 
受講料　1,000円（テキスト料）/基礎編・実践

編の両講座の受講を推奨します。
　　　　片方のみの受講も受付ます。 
問合　大阪の住まい活性化フォーラム事務局
　　　（大阪府住宅まちづくり部都市居住課）
　　　Tel.06-6210-9710
http://osaka-sumai-refo.com/

京都工芸繊維大学大学院建築都市保存再生学コース
保存再生学シンポジウム 2015（第3回）
煉瓦建造物の保存と活用−フランダースから京都へ−
12/12

今年度から京都工芸繊維大学大学院の建築
学専攻内に設置された「建築都市保存再生学
コース」が企画するシンポジウムのシリーズで、8
月1日に開催した「煉瓦建造物の保存と活用ー
使い続けるための理念と技術ー」の続編です。
主催　京都工芸繊維大学大学院建築学専攻/
　　　京都工芸繊維大学KYOTO Design Lab
日時　12月12日（土）　13：30〜17：00
会場　京都工芸繊維大学60周年記念館
　　　1階記念ホール
　　　京都市左京区松ヶ崎橋上町1
講演　・クン・ヴァンバーレン（ルーヴァン・

カトリック大学教授／レイモン・ル
メール国際保存修復センター）

　　　・深尾精一（首都大学東京名誉教授）
座談会
　煉瓦建造物を使い続けることの意義と課題：
　クン・ヴァンバーレン、深尾精一
　田原幸夫／司会・進行
　　　　　　（京都工芸繊維大学特任教授）
※講演、座談会共逐次通訳あり
定員　200名
入場料　無料（申込不要／当日先着順）
問合　京都工芸繊維大学KYOTO Design 
　　　Lab事務局
　　　Tel.075-724-7282
　　　info@d-lab.kit.ac.jp

講習会 壁式鉄筋コンクリート造設
計・計算規準（大阪開催）
12/18

「壁式鉄筋コンクリート造設計規準・同解説」
および「壁式鉄筋コンクリート造計算規準・同
解説」ならびに「壁式プレキャスト鉄筋コンクリー
ト造設計規準・同解説」を一つにまとめるととも
に、保有水平耐力計算を記載した「壁式鉄筋コ
ンクリート造設計・計算規準・同解説」の刊行に
あわせて、書籍に沿って内容を解説する講習会
を開催します。
主催　日本建築学会構造委員会壁式構造運 
　　　営委員会
日時　12月18日（金）　13：00〜17：00
会場　大阪科学技術センター4階401号室
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
定員　125名
受講料　本会会員15,000円（テキスト代含）
テキスト　「壁式鉄筋コンクリート造設計・計算
　　　　 規準・同解説」
問合　日本建築学会近畿支部 
　　　Tel.06-6443-0538
http://www.aij.or.jp/

平和と戦争を考えるスライド上映会
「幻燈で見る各地の戦争遺構5」
12/19

平和と戦争を考えるスライド上映会です。
日時　12月19日（土）　11：00〜 
会場　堺市立東図書館
参加　ご自由にお越しください。
講師　戦争遺構研究会代表 柴田正己
◦ミニ戦争展4

真珠湾攻撃で始まる太平洋戦争開戦を忘れ
ないために、大阪の高射砲陣地、防空壕、空
襲で消失する前の街並みを描いた堺市、原
爆投下前の広島の街並みなどの絵図の展
示です。

期間　12月5日（土）〜12月12日（土）
時間　10：00〜20：00
会場　堺市立東図書館
問合　戦争遺構研究会
　　　Tel.090-4289-1492

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ

Others
その他のお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

でお申込ください。12月4日（金）以降のキャンセ
ルについては、会費のご負担をお願い致します。

第60回大阪建築コンクール
募集案内
1/15〜29

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者である建築士を表彰す
るもので、今回で第60回を迎えます。渡辺節賞
は、新しい建築文化の原動力となる若い優れた
設計者を表彰します。
募集対象　大阪府知事賞部門、渡辺節賞部門

　　　　両部門共建物の種類・規模は問わない
審査委員
　委員長　竹原義二（無有建築工房、摂南大学

理工学部建築学科教授）
　委員　　越智正一（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　　  公共建築室室長）
　　　　　槻橋　修（神戸大学大学院工学

研究科工学部准教授）
　　　　　陶器浩一（滋賀県立大学環境科学部

環境建築デザイン学科教授） 
　　　　　橋寺知子（関西大学環境都市工

学部建築学科准教授）
応募期間　1月15日（金）〜1月29日（金）
応募資格
　大阪府知事賞部門：
　　本会正会員または大阪府在住もしくは在勤の者
　渡辺節賞部門：
　　本会正会員または大阪府在住もしくは在勤の
　　者で完了検査済証発行日に39歳以下の者
応募料　本会正会員　1作品につき20,000円
　　　　本会正会員外  1作品につき40,000円
※応募詳細は本号同封の第60回大阪建築コ

ンクール応募要項をご覧ください。

建築士の会 南河内
「天野山金剛寺金堂（重要文化財）」
解体復元工事現場見学と願昭寺
木造五重塔見学+活動報告会
12/5　CPD3単位（予定）

今回で5回目の「天野山金剛寺の金堂（重要
文化財）」の解体復元工事現場見学会を開催
いたします。設計監理事務所長の青木弘治氏

（公益財団法人文化財建造物保存技術協
会）にご案内いただき、金剛寺拝観後、そば道
場で食事、活動報告後、車で移動。願昭寺の
本堂、木造五重塔（平成24年新築）を見学しま
す。日頃見ることのできない重要文化財の古建
築と新しい寺院建築の違いを五感で体験、見
聞を深めていただきます。
日時　12月5日（土）　10：00〜15：00
募集　30名（申込先着順）
参加費　3,000円（昼食代含む）
行程　10：00〜10：15 金剛寺金堂前集合・受付
　　　10：15〜12：00 金剛寺金堂解体復元
　　　　　　　　　  工事現場見学　
　　　12：00〜13：00 昼食（そば道場）、
　　　　　　　　　  27年度活動報告会
　　　13：00〜13：30 車（乗り合い）移動
　　　13：30〜15：00 願昭寺 本堂・木造五
　　　　　　　　　  重塔見学

平成27年度建築士定期講習
2/24、3/24　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
24年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程
　2/24（水）  定員300名 会場コード5C-04
　3/24（木）  定員300名 会場コード5C-54
時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線中之島駅
申込締切日（申込書必着）
　2/24（水）講習：1/20（水）
　3/24（木）講習：2/26（金）
※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

建築士法にもとづく建築技術講習会
空き家･空きビル･空き地の福祉活用
12/10　CPD4単位

今日、人口減少など社会構造の変化により、空
き家問題、福祉問題が顕在化しています。その
中で、実は貴重な地域資源である空き家などを
再生し、福祉活動の場に活かしていくことは、街
と人の双方が補い合う、大変有効な事業です。
行政・福祉・建築・不動産など多分野に関わるこ
の話題について、概論から、実践を通した課題、
今後の可能性までを講師の方々に講演して頂
き、最後は会場の皆様を交えたディスカッション
も行います。
日時　12月10日（木）　13：30〜18：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　概論：社会ストックの福祉転用につい

て、取組み実例から見た資源活用の課
題、福祉転用による地域コミュニティの
活性化、ディスカッション

定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員・行政職員4,000円
　　　　後援団体会員6,000円
　　　　一般7,000円

平成28年在阪建築15団体合同新
年交礼会
1/4

毎年恒例の在阪建築15団体による合同の新
年交礼会です。
日時　1月4日（月）　15：00〜16：00
会場　リーガーロイヤルホテル2F「山楽の間」
　　　大阪市北区中之島5-3-68
会費　3,000円
申込締切日　12月2日（水）
※会費を添えて12月2日（水）までに本会事務局ま

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

受講料全額補助（会員会場受付先着500名）
大阪府住宅省エネルギー設計技術
講習会
12/2〜28.1/26　CPD各6単位

国土交通省は、新省エネ基準を2020年までに
すべての新築住宅に適合を義務付けることを
決定しました。
それに先がけて、省エネルギーの設計技術の習
得をしていただく講習会です。
※建築士会会員は会場受付先着500名の受

講料を本会が全額補助します。
日程　下記の日程で実施します。　
　　　12/2、12/15、1/15、1/26
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員 本会が補助（会場受付先着500名）
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　　省エネ講習会　検索

※開催エリア「大阪」の設計者講習会
の中から選択して下さい。

監理技術者講習
1/22、2/16、3/18、4/12、5/11
CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も日頃の業務に役立ちますので、ぜひ受講
下さい。
日程　1/22（金）、2/16（火）、3/18（金）、
　　　4/12（火）、5/11（水）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
詳細・申込　日本建築士会連合会ホームペー
　　　　　  ジをご確認ください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①12月8日（火）
　　　②平成28年2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造
　　　　　　住宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/19　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。
日時　平成28年1月19日（火）
　　　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　150名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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10/23  東大阪市長面談
  松原市都市整備部長面談
  建通新聞社記者インタビュー
10/26  在阪建築 15 団体午餐会
10/29  理事会（連合会）
10/30  建築士会全国大会
11/ 4 茨木市長面談
  在阪建築 4 団体会長会議
11/13  摂津市長面談
  女性部会会議（近畿協議会）
11/14  近畿会長会議
  青年部会懇話会（近畿協議会）
11/19  柏原副市長面談
11/20  大東市長面談
  黄綬褒章受章祝賀会

岡本会長が春の黄綬褒章を受章され、本
会副会長等の有志発起人のもとに 11 月
20 日シェラトン都ホテルにおいて祝賀
会を催しました。
祝賀会には全国各地から 201 名のご臨席
をいただき、岡本会長の長年に亘る建築
界での振興発展に尽力されてきた功績を
讃えて、堤勇二大阪府住宅まちづくり部
長、三井所清典日本建築士会連合会会長
にご祝辞を頂戴するなど、盛会のうちに
終了いたしました。

本会では「建築士に対する支援」「社会
への貢献活動」を 2つの柱として多岐に
わたる様々な活動をしております。
本会のホームページにおいて、建築相談、
ヘリテージ、インスペクション、木造住
宅の耐震診断、マンション管理などの府
民の方を対象とした支援活動や、保証制
度、弁護士相談など会員建築士に対する
支援制度、また、本会各委員会の活動等
が容易に検索でき、その内容をわかりや
すく伝えられるように、運営委員会と建
築情報委員会が中心となり、閲覧項目の
表示名称や説明内容の見直し作業を進め
ています。
今後、ホームページの改訂作業を順次進
め、本年度内に完了させる予定です。

国交省は、マンション等の基礎ぐいに関
する住宅所有者からの相談に対応するた
め、（公財）住宅リフォーム・紛争処理
支援センターのすまいるダイヤル（電話
相談）に相談窓口を設けました。
そして、支援センターでは、弁護士会、
建築士団体、建築構造・基礎地質調査等
の専門団体が協力・連携して幅広く相談
に応じることができるよう相談体制の整
備を進めております。
本会では、国交省からの相談対応の要請
に応え、建築相談分科会・マンション維
持管理支援分科会等の協力体制のもと
で、本会の建築相談を窓口として対応す
ることにしております。

10 月 13 日（火）の本会岡本会長と伏見
枚方市長との面談をきっかけとして、大
地震発生時における被災建築物応急危険
度判定士派遣に関する協定を枚方市と締
結する協議を行っております。
市では大地震時の指定避難所として小学

校等 96 箇所の施設を指定しており、大
地震時には、まず、市民が利用する避難
所の安全性の確認が急がれます。
市では、17 名の判定士の資格を持つ市
職員が避難所を回り判定を行うこととし
ていますが、迅速かつ的確な判定が必要
とされるため、本会の判定士が避難所の
危険度判定に協力しようとするものです。
今後、協定の内容について市と協議を進
め、12 月度理事会において承認を得た
後、来年 1 月に協定を締結する予定です。

近畿 2 府 4 県の建築士会で構成する近畿
建築士会協議会の女性部会の会議が 11
月 13 日（金）に大阪で開催されました。 
会議には各府県の女性委員の他、近畿女
性部会担当の京都士会衛藤会長、全国女
性部会担当の本会岡本会長、全国女性部
会の永井委員長の出席を得て、建物への
木材利用促進・普及の観点から、大阪木
材仲買会館で 12 月 12 日に実施予定のセ
ミナー企画等について話し合われました。
また、同協議会の青年部会定例会議が
11 月 14 日（土）に大阪で開催され、青
年部会の 1 年間の事業報告や内容をまと
めた冊子「近建青アニュアル」の検討等
を行ないました。

本会が準会員として参画し、大阪弁護士
会が事務局として運営する ADR（裁判
外紛争解決手続）の名称が、12 月 1 日
に「総合紛争解決センター」から「民間
総合調停センター」に変更されます。
これは、市民にとって馴染みのある ｢調
停｣ という言葉を名称に含め、一層の利
用増進を図ることを目的としたもので
す。新名称に変更するのに当たり、12
月 1 日 14 時から 16 時 30 分まで、国際
会会議場において落語を交えた講演会と
無料法律相談会のイベントを予定してお
り、本会から建築相談を担当する建築士
を派遣しております。

動静レポート

マンション等の基礎ぐい工事問題に
関する相談体制

社会貢献委員会

枚方市と大地震時の応急危険度判定
の協定締結向け協議

社会貢献委員会

本会ホームページ周知内容の充実を
検討

運営委員会・建築情報委員会

近畿建築士会協議会女性部会・青年
部会会議の開催

近畿建築士会協議会

ADR の名称変更記念イベントの
開催

関連他団体

会長動静

木本茨木市長

東坂大東市長

森山摂津市長

馬場柏原副市長

岡本会長の黄綬褒章受章祝賀会を
開催
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士として喜ばしい事でした。
貴重な機会を頂いた大阪府高等学校家庭
科研究会、住まい情報センターの皆様に
感謝申し上げます。今回の試みが、家庭
科住教育の充実に役立ち、若い高校生に
良い学びを提供する事を願います。

する災害時のチームワーク
家庭科の先生がたは、異業種からの情報
提供という事もあり、熱心に聴いておら
れました。とくに H.U.G.が、楽しい災害
学習という点で興味を惹いていました。
後のアンケートでは、我々の情報が有用
なのかについて率直な意見を頂き、概ね
肯定的な評価でした。ただし、高校の家
庭科は授業時間や予算の制限が強く、生
徒が学ぶ動機も乏しいとの厳しい現状認
識も見られました。
当日は、先生がたが真摯に取り組まれる
姿勢に、建築士も刺激を受けました。ま
た、講義やワークの準備は、住教育の目
的や方法を考える良い機会でした。現代
は多様なライフスタイルが許容される反
面、住まいと暮らし、社会についての全
体イメージを個人が構築しなければなり
ません。そのサポートができるのは建築

10/18 ～ 10/19に、本会と交流協定を結
んでいる長野県建築士会の皆様 26 名が
貸切バスで大阪へお越しになりました。
精一杯のおもてなしをと思い、見学先の詳
細情報を冊子にまとめ、建築史家で NHK
朝の連続小説「ごちそうさん」の建築指
導にあたられた植松清志先生に初日のガ
イド役で来ていただきました。
先ずは、あべのハルカスの見学です。竹
中工務店様からあべのハルカスの立派な
ハードカバーの資料を頂き（竹中工務店
様ありがとうございました）、展望台へ。
その後予約されていた昼食が新世界の串
カツです。とことん大阪を満喫するつも
りで来られています。
大坂夏の陣、真田幸村の本陣「茶臼山」、
幸村が戦死した「安居神社」、愛染坂を
登り、「大江神社」「愛染さんの多宝塔」
など夕陽丘を見学していただき、続いて
真田山で抜け穴伝説の「三光神社」、日

大阪府内の高校で、家庭科を教える先生
たちの勉強会があり、定期的にセミナー
を開き、授業の取り組みや課題を発表し
あっておられます。
大阪市立住まい情報センターを通じ、事
業委員会が情報提供の依頼を受け、10
月 20 日に行われたセミナーに講師とし
て参加しました。
女性分科会と青年分科会が担当し、高校
生の住教育について、建築士の立場から
お話をさせて頂きました。

「大地震に備えてできる事」を主題に、
下記の講義とワークを行いました。
1）災害対策に役立つ webサイト
2）整理整頓の習慣づけを家庭科学習の

基礎とする提案
3）阪神大震災に見る大地震の被害・復

興・そなえ
4）H.U.G.（避難所運営ゲーム）で体験

Topics

本最古の陸軍墓地「真田山旧陸軍墓地」
を見学し、宿泊先のホテルへ。
その後「役員懇談会」組と「大阪城見学」
組に分かれました。
役員懇談会では「長野士会が一般社団法
人から公益社団法人を目指す為の留意事
項」や「会員減少に伴う法人運営の対策」
などが話し合われました。
その後の懇親会では、総勢 57 名の参加
の中、本会の女性分科会の委員が上田紬
と真田紐でお出迎えし、長野の関名誉会
長と本会の岡本会長の六文銭の甲冑姿や
上田市ののぼり（今、建築士会事務局に
飾っています）など、たいへん盛り上が
りました。
翌日は、大阪城天守閣に上っていただき、
大阪市中央公会堂（内部見学）へ。
中之島図書館を経て、適塾、愛珠幼稚園、
芝川ビル（内部見学）、船場ビルディン
グ（内部見学）、輸出繊維会館（内部見学）、

綿業会館と廻りました。綿業会館では、
内部を案内付きで見学、初代会長渡辺節
の作品を堪能していただきました。
昼食は難波の「ぼてじゅう」でお好み焼
きとたこ焼きで舌鼓、目一杯大阪を楽し
んで帰られました。
来年はぜひ長野へ来るようにとお誘いが
ありました。
今後、長野での交流会を企画しますので、
会員の皆さんのご参加をお願いします。

芝川ビル見学風景

長野県建築士会との交流会
期間：平成 27 年 10 月 18 日（日）〜 19 日（月）

水谷　敢（理事、事業委員会委員長）

大阪府高等学校家庭科研究会のセミナーに参加して
日程：平成 27 年 10 月 20 日（火）　会場　たかつガーデン　参加者 60 名

吉田　崇（青年分科会委員）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

仲
西　
　

淳

　
　
　

野
口　

勝
彦

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

駅
前
再
開
発
と
景
観
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

１
．は
じ
め
に

　

寝
屋
川
市
は
、
大
阪
府
の
東
北
部
、
淀
川
左

岸
に
位
置
し
、
大
阪
市
の
中
心
部
へ
約
一
五

㎞
、
京
都
市
の
中
心
部
へ
約
三
五
㎞
の
距
離
に

あ
り
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
大
阪
都

市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
成
長
・
発
展
し

て
き
た
住
宅
都
市
で
す
。

　

市
内
に
は
、
大
阪
と
京
都
を
結
ぶ
京
阪
本
線

と
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
へ
つ
な
が
る
Ｊ

Ｒ
学
研
都
市
線
が
通
っ
て
お
り
、
国
道
一
号
、

一
六
三
号
、
一
七
〇
号
等
の
主
要
幹
線
道
路
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
二
京
阪
道
路

が
開
通
し
、
寝
屋
南
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
た
沿
道
の
良
好
な
ま

ち
づ
く
り
が
完
成
、
現
在
も
沿
道
で
は
土
地
区

画
整
理
事
業
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

寝
屋
川
市
駅
の
東
側
に
は
二
つ
の
再
開
発
事

業
と
街
路
事
業
に
よ
り
駅
前
か
ら
国
道
一
七
〇

号
ま
で
を
市
の
シ
ン
ボ
ル
道
路
で
あ
る
都
市
計

画
道
路
寝
屋
川
駅
前
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
ま

た
、
香
里
園
駅
東
地
区
の
再
開
発
事
業
も
完
成

し
、
生
活
、
文
化
、
教
育
、
商
業
、
医
療
な
ど

の
新
た
な
拠
点
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、

寝
屋
川
市
駅
の
西
側
で
は
、
現
在
、
都
市
計
画

道
路
対
馬
江
大
利
線
の
整
備
に
も
着
手
し
て
お

り
、
ま
ち
の
魅
力
や
に
ぎ
わ
い
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．香
里
園
駅
東
の
再
開
発
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

香
里
園
駅
東
地
区
の
再
開
発
事
業
︵
※
①
、

②
︶
は
、
整
備
が
進
む
駅
西
側
と
都
市
イ
ン
フ

ラ
の
格
差
が
目
立
ち
始
め
、
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
や
歩
道
が
少
な
く
歩
行
者
が
安
心
し
て
歩
け

な
い
な
ど
、
ま
ち
の
基
盤
整
備
が
立
ち
遅
れ
て

お
り
、
バ
ス
の
運
行
に
も
大
き
な
弊
害
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
〇
年
代
に
地
元
で
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
起
こ
っ
た
の
を
は
じ
ま
り
に
、
駅
前
に
ふ

さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

防
災
性
の
向
上
、
高
度
利
用
化
に
よ
り
都
市
基

盤
の
整
備
と
併
せ
、
商
業
、
業
務
、
住
宅
、
医

療
施
設
の
整
備
を
図
る
べ
く
、
平
成
一
八
年
の

組
合
設
立
に
始
ま
り
、
平
成
二
六
年
度
に
再
開

発
事
業
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

当
再
開
発
事
業
は
事
業
協
力
者
制
度
等
の
民

間
活
力
を
導
入
し
た
組
合
施
行
で
す
が
、
組
合

の
役
員
等
の
地
域
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く
、
施

設
計
画
や
管
理
運
営
計
画
に
つ
い
て
、
自
ら
の

ま
ち
を
自
ら
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
を
主
眼
に
置
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
に
よ
り
積
極
的
に
意
見
や
提
案
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
施
設
計
画
検
討
会
で
は
民
間
及

び
公
共
施
設
の
サ
イ
ン
計
画
に
つ
い
て
、
サ
イ

ン
の
掲
示
方
法
に
つ
い
て
は
景
観
上
の
配
慮
か

ら
統
一
的
な
考
え
方
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
、

店
舗
突
き
出
し
看
板
を
は
じ
め
、
店
舗
入
り
口

上
部
に
設
け
る
看
板
の
位
置
、
公
共
施
設
部
分

や
バ
ス
の
案
内
サ
イ
ン
な
ど
細
部
に
わ
た
る
景

観
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
う
ち
施
設
建
築
物
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
る
当

市
の
屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
参
考

と
し
ま
し
た
。︵
※
③
︶

３
．市
民
・
事
業
者
参
加
に
よ
る
屋
外
広
告

　

 

物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

　

寝
屋
川
市
で
は
、
平
成
二
二
年
七
月
の
景
観

行
政
団
体
移
行
に
伴
い
、
市
域
全
域
を
景
観
地

区
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
併
せ
、
平
成
二
六

年
度
末
ま
で
に
駅
周
辺
な
ど
の
一
一
地
区
に

お
い
て
景
観
重
点
地
区
の
指
定
を
行
い
、
市
域

に
お
け
る
良
好
な
景
観
形
成
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
景
観
形
成
に
お
い
て
重
要
な
構
成

要
素
で
あ
る
屋
外
広
告
物
に
関
し
て
も
、
平
成

二
五
年
度
に
﹁
寝
屋
川
市
屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
︵
以
下
﹁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂︶﹂、
平
成

二
六
年
度
に
は
﹁
寝
屋
川
市
屋
外
広
告
物
条
例

︵
以
下
﹁
条
例
﹂︶﹂
を
制
定
し
、
屋
外
広
告
物

に
よ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

条
例
の
基
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
作
成

の
段
階
か
ら
市
民
や
規
制
の
対
象
と
な
る
事
業

者
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
や

事
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
の
考
え
方
の
も
と
、
市
内
商
工
業
者
、
屋

外
広
告
業
者
、
学
識
経
験
者
、
学
生
、
市
民
、

行
政
職
員
の
参
加
に
よ
る
﹁
寝
屋
川
市
屋
外
広

告
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

︵
以
下
﹁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂︶﹂︵
※
④
︶
に
お

い
て
、
屋
外
広
告
物
を
﹁
設
置
す
る
側
﹂、﹁
見

る
側
﹂、そ
し
て﹁
規
制
す
る
側
﹂と
い
っ
た
様
々

な
立
場
か
ら
の
意
見
交
換
や
議
論
を
重
ね
る
と

い
っ
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
手
法
で
策
定
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
初
は
、
参
加
い
た
だ
い

た
市
内
商
工
業
者
や
屋
外
広
告
業
者
の
方
々
か

ら
厳
し
い
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
ち
あ
る
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
重
ね
る
中
で
、
景
観
形
成
の
重
要
性
や
必

要
性
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
本
市
に
お
け
る
良
好
な
景
観
形

成
の
推
進
に
向
け
た
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、屋
外
広
告
物
の
表
示
・

掲
出
に
あ
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項
を
ま
と

め
た
﹁
共
通
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂、
屋
外
広
告
物

の
種
類
ご
と
に
配
慮
す
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た

﹁
種
類
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂、
そ
し
て
屋
外
広
告

物
の
表
示
・
掲
出
の
多
い
寝
屋
川
市
駅
を
含
む

四
駅
周
辺
と
国
道
一
七
〇
号
な
ど
の
主
要
幹
線

道
路
沿
道
四
路
線
に
地
域
の
特
性
に
配
慮
す
べ

き
事
項
を
ま
と
め
た﹁
地
域
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

連
載 

第
十
六
回  

寝
屋
川
市
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そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
は
、
基

本
的
に
は
詳
細
な
数
値
基
準
や
色
彩
基
準
な
ど

は
あ
え
て
設
定
せ
ず
、
表
示
・
掲
出
に
あ
た
っ

て
全
般
的
に
配
慮
す
べ
き
事
項
や
地
域
ご
と
の

特
性
な
ど
を
列
挙
し
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
屋

外
広
告
物
を
設
置
者
自
身
に
創
意
工
夫
し
て
い

た
だ
き
、
表
示
・
掲
出
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も

の
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
寝
屋
川
市
に
お
い

て
屋
外
広
告
物
の
設
計
を
行
う
設
計
事
務
所

や
設
置
工
事
を
行
う
工
務
店
な
ど
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
一
読
し

て
い
た
だ
き
魅
力
あ
る
屋
外
広
告
物
の
表
示
・

掲
出
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

４
．寝
屋
川
市
屋
外
広
告
物
条
例

　

寝
屋
川
市
で
は
、
平
成
二
四
年
一
月
か
ら
大

阪
府
屋
外
広
告
物
条
例
の
事
務
移
譲
を
受
け
、

屋
外
広
告
物
の
許
可
事
務
や
措
置
命
令
な
ど
の

事
務
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
景
観
行
政
団

体
と
し
て
更
な
る
良
好
な
景
観
形
成
の
促
進
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

後
の
平
成
二
六
年
度
に
条
例
を
制
定
し
、
平
成

二
七
年
四
月
一
日
か
ら
本
市
独
自
の
屋
外
広
告

物
の
規
制
・
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
が
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
簡
単
に
ご
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

条
例
に
お
け
る
主
な
内
容
と
し
て
は
、
①
市

内
四
駅
を
指
定
区
域
と
し
て
指
定
。
②
許
可
申

請
に
先
立
っ
て
事
前
協
議
制
度
を
導
入
。
③
用

途
地
域
ご
と
で
許
可
基
準
を
分
類
。
の
三
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
①
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
玄

関
口
で
あ
る
市
内
四
駅
周
辺
の
五
地
区
を
指
定

区
域
と
し
、
区
域
内
と
区
域
に
面
す
る
土
地
・

建
物
に
表
示
・
掲
出
さ
れ
る
屋
外
広
告
物
に
対

し
て
、
総
量
規
制
や
色
彩
規
制
な
ど
の
一
般
の

区
域
よ
り
も
強
化
さ
れ
た
基
準
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
本
市
以
外
の
駅
前
周
辺
に
お
い

て
も
良
く
見
受
け
ら
れ
る
乱
雑
な
屋
外
広
告
物

の
設
置
状
態
を
整
理
し
、
す
っ
き
り
と
し
た
駅

前
の
景
観
形
成
を
進
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
②
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
事
前
協
議
を
許
可
申
請
に
先
立
ち
実
施
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
魅
力
あ

る
屋
外
広
告
物
の
表
示
・
掲
出
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

負
担
の
軽
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
従
来
の
主

要
幹
線
道
路
か
ら
の
距
離
に
応
じ
た
許
可
基
準

の
分
類
か
ら
、
用
途
地
域
ご
と
の
許
可
基
準
の

分
類
の
み
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
者

の
事
前
調
査
に
要
す
る
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
条
例
制
定
以
前
か
ら
適
法
に
表
示
・

掲
出
さ
れ
て
い
る
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、

条
例
施
行
か
ら
五
年
︵
工
作
物
確
認
が
必
要
な

も
の
は
一
〇
年
︶
又
は
対
象
の
屋
外
広
告
物
の

減
価
償
却
が
完
了
す
る
ま
で
の
期
間
は
現
状
の

ま
ま
で
継
続
し
て
表
示
・
掲
出
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
建
築
物
や
屋
外
広
告

物
は
﹁
都
市
の
魅
力
あ
る
顔
づ
く
り
﹂
を
進

め
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な
構
成
要
素
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
設
計
や
工
事
に
も
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
建
築
士
会
の
技
術
者
の
皆
様
に
は
、
良

好
な
景
観
形
成
の
推
進
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
更
な
る
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

寝屋川市

※②香里園駅東地区第一種市街地再開発事業

※①香里園駅東地区第一種市街地再開発事業※④屋外広告物ガイドラインワークショップの様子 ※③ 1 街区かほりまちガーデン 1 階

仲
西
　
　
淳

　
寝
屋
川
市
ま
ち
政
策
部
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
室 

課
長（
再
開
発
担
当
）

一
九
六
九
年 

大
阪
市
生
ま
れ

一
九
九
二
年 

大
阪
工
業
大
学
卒
業

一
九
九
三
年 

寝
屋
川
市
入
庁

野
口
　
勝
彦

　
寝
屋
川
市
ま
ち
政
策
部
ま
ち
づ
く
り
指
導
課 

課
長（
屋
外
広
告
物
担
当
）

一
九
七
五
年 

高
槻
市
生
ま
れ

一
九
九
五
年 

大
阪
建
設
専
門
学
校
卒
業

二
〇
〇
二
年 

寝
屋
川
市
入
庁
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Gallery 建築作品紹介

所 在 地：京都府京都市
用　　途：事務所
竣　　工：2015.07
構造規模：RC 造
　　　　　（一部 S 造）
敷地面積：1,452.04㎡
建築面積：1,208.70㎡
延床面積：5,552.98㎡
写　　真：古川泰造

数研出版新関西本社ビル 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

京都発祥の出版社の関西本社ビル。外観の形態は、アルミキャストのフ
ラットなファサードを各階の庇と軒で分節化し、深い陰影を創出した。
色彩は、一次電解発色のアルミキャストによる微細な反射やムラによっ
て、光と影が織りなす彩として表現した。内観は縁側のような領域を創
出し、外部へシームレスにつながる空間を獲得した。共用部は、シーク
エンスの連続の中で立ち上がる体験として奥性をもつ空間にて表現した。
経路空間に社員の情操を養う貴重なアーカイブを配置し、ワークプレイ
スの随所に感性を刺激する多様なコミュニケーションスペースを組み込
み、新たな「智」を編み出す空間とした。　　　　（有田博・吉田直弘）
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Gallery 建築作品紹介 イワタニ水素ステーション 芝公園 設計：大林組
施工：大林組

FCV ショールームを併設した、東京都心における初の商用水素ステー
ションである。機能、敷地形状、芝公園への日影の影響、東京タワーか
らの視点等、種々の条件よりこの場所でしか成立しない特徴的な建築形
態を導き出した。ファサードには水素の元素記号 H を象ったアルミキャ
ストルーバーをオーバーレイすることにより、外観の統一感を持たせる
と共に、今後全国に展開するイワタニ水素ステーションのプロトタイプ
のあり方を模索した。イワタニ水素ステーション芝公園が、水素社会へ
向かう時代の象徴的なアイコンとして記憶されることを願っている。

（近井務・東井嘉信・岡村吉展・安福賢太郎）

所 在 地：東京都港区
用　　途：展示場、水素ス
　　　　　テーション上屋
竣　　工：2015.04
構造規模：鉄骨造 2 階建
敷地面積：1,117.66㎡
建築面積：446.49㎡
延床面積：489.67㎡
写　　真：ヴィブラフォト
　　　　　浅田美浩
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Gallery 建築作品紹介 眉山の家 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：島出建築事務所

徳島県徳島市。敷地はその徳島を代表する山である眉山の麓に位置し、標高
が 290m 程のこの山の景観をいかに取り入れるかがこの計画の重要なポイン
トであった。山に沿いファサードを低く抑え、向かって緩やかに勾配をとるこ
とで内部空間へ景観を誘い取り込んだ。1 階には LDK、それら全体と山々を
見渡せる中 2 階の特等席、スタディスペース。そしてお茶を趣味とされる奥
様の為の茶室を設えた。茶室へは生活の入り口とは別にアプローチをするこ
とができ、日常とは一線を引く空間となった。2 階にはそれぞれの居室と水
廻りを配した。共有スペースはゆったりと確保し、各居室からも吹き抜けを介
して繋がっている。どこに居てもそれぞれの気配が感じられる空間となった。

所 在 地：徳島市幟町
用　　途：専用住居
竣　　工：2015.09
構造設計：うきょう建築
　　　　　構造事務所
構造規模：混構造
　　　　　（W＋S＋RC）
敷地面積：336.85㎡
建築面積：149.04㎡
延床面積：230.76㎡
写　　真：松村芳治



13 2015.12  建築人

Gallery 建築作品紹介 大野台の家 設計：横関正人＋横関万貴子／NEO GEO
施工：アール・ワン

大阪狭山市の狭山ニュータウンが出来た当時に建設された平屋の木造住
宅のリノベーションである。外観は和風住宅で内部は当初は田の字型プ
ランの 2 室を洋室に改修されていたがその部分も含めての内部を全面改
修した。玄関を入ると珪藻土の三和土仕上となっており、そのまま人が
集え、外部デッキとも繋がり広がりのある空間となっている。土間の横
の部屋には床が窯変レンガタイル張で薪ストーブが来客をもてなす。一
段上がるとプライベート空間で構造的に補強された空間を勾配天井とし
一体感のある広い空間としている。料理好きな家族が使いやすく集える
キッチンとした。

所 在 地：大阪府大阪狭山市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2015.07
構造規模：木造平屋建
敷地面積：344.74㎡
建築面積：125.60㎡
延床面積：116.34㎡
写　　真：絹巻　豊
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2015

第 8 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 8 回 対象作品
「建築人」2015 年１月号から 2015 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2016 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
33
回

山とまちをつなぎたい〜木と火のある暮らしをもとめて〜

小田　桂子
昨年より京都ペレット町家ヒノコにて、ペレットストーブ普及啓発に関することや、里山と街をむすぶ「ヒノコ市」の企画などを担当。山と
つながることを、暮らしの中でどう実現していけるかについて、様々な角度で模索中。
株式会社 Hibana　〒 604-0931  京都市中京区寺町通二条下ル榎木町 98-7（京都ペレット町家ヒノコ内）　電話：075-241-6038
営業時間／ 10:00 ～ 19:00　定休日：水曜日（年末年始、お盆、その他イベント出展等による臨時休業有）

薪炭革命（しんたんかくめい）という言葉をご存知でしょうか？「薪や炭は、持続可能な燃料です。大きな災害を
乗り切るため、復興するために必要不可欠なものとして、もっと社会に浸透させていきたい」という、京都で活
動されている株式会社 Hibanaさんのメッセージです。同社の小田桂子さんにその活動をご紹介いただきました。

迷
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
危
機
感
を
感
じ
た
有

志
が
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
利
用
す
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
が
可
能
に
な
る

と
考
え
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
仕
事
を
し
な
が
ら
活
動
す
る
状
況
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組
む
こ
と
に
限
界
を
感
じ

た
現
社
長
の
松
田
直
子
と
、
共
に
活
動
を
し
て

い
た
仲
間
の
一
人
が
、
豊
富
な
山
の
資
源
を

も
っ
と
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う
想
い
を
合
わ

せ
、︵
株
︶H

ibana

を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た

の
で
し
た
。

■
京
都
の
山
と
、街
に
暮
ら
す
人
と
を

　

繋
ぐ
「
ヒ
ノ
コ
」
を
通
じ
た
取
組
へ

　

国
土
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
森
林
が
占
め

て
い
る
と
い
う
森
林
国
で
あ
る
日
本
に
お
い

て
、
京
都
府
の
森
林
率
は
七
五
．一
パ
ー
セ
ン

ト
と
、
全
国
的
に
み
て
も
高
い
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
豊
か
な
森
林
資
源
の
利
用
を
広
め
、

京
都
に
お
い
て
街
に
暮
ら
す
人
と
山
を
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
弊
社
は
、
二
〇
一
〇
年

に
取
組
の
拠
点
と
な
る
﹁
京
都
ペ
レ
ッ
ト
町
家

ヒ
ノ
コ
︵
以
下
、﹁
ヒ
ノ
コ
﹂︶﹂ 

を
オ
ー
プ
ン
。

四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
京
都
市
内
の
中
心
部

に
あ
る
大
正
生
ま
れ
の
町
家
に
て
、
京
都
産
の

木
質
燃
料
﹁
京
都
ペ
レ
ッ
ト
﹂
の
利
用
を
は
じ

め
、
木
や
火
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
方
法
や
楽

し
み
か
た
を
提
案
す
る
空
間
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

ヒ
ノ
コ
一
階
で
は
、
薪
、
炭
、
ペ
レ
ッ
ト
や
、

そ
れ
ら
を
使
う
道
具
の
販
売
や
レ
ン
タ
ル
を
。

ま
た
、
木
の
生
活
雑
貨
や
森
の
グ
ッ
ズ
な
ど
も

取
り
揃
え
、
燃
料
や
雑
貨
は
国
産
材
で
、
で
き

る
だ
け
京
都
産
材
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
も
の
を

集
め
て
い
ま
す
。︵
写
真
１
︶

　

二
階
は
貸
し
会
場
と
し
て
、
木
の
あ
る
空
間

の
良
さ
を
感
じ
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
場
と

し
て
お
り
、
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
お
茶

■
自
分
の
存
在
と
暮
ら
し
方
を
思
う

　

今
、
あ
な
た
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
﹁
木
﹂

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　

生
活
の
中
で
欠
か
せ
な
い
﹁
木
﹂
由
来
の
も

の
は
何
で
す
か
？

　

今
や
何
で
も
木
が
な
く
て
も
、
作
れ
て
し
ま

う
世
の
中
。
暮
ら
し
の
中
の
も
の
は
、
何
で
で

き
て
い
て
も
良
い
の
か
と
考
え
る
と
・・・
一
見
、

目
的
を
果
た
せ
る
な
ら
ば
良
い
よ
う
に
も
思
え

ま
す
し
、
費
用
も
か
か
る
こ
と
な
ら
ば
、
で
き

れ
ば
安
価
に
あ
げ
て
お
き
た
い
と
か
、
様
々
な

理
由
で
私
た
ち
は
物
を
選
ん
で
い
ま
す
。﹁
木
﹂

に
関
わ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
食
べ
物
も
、
衣

類
も
、
全
て
。

　

し
か
し
生
き
て
い
る
間
の
自
分
の
体
が
一
体

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
自

然
の
一
部
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
長
く
て
も
八
〇

年
～
一
〇
〇
年
ほ
ど
経
て
ば
ま
た
、
今
の
体
は

姿
を
変
え
て
自
然
の
中
に
還
り
、
大
き
な
自
然

界
の
中
に
ず
っ
と
存
在
し
続
け
る
の
で
す
。
生

き
て
い
る
間
は
、
水
や
空
気
、
食
べ
物
を
自
分

の
体
に
取
り
込
ん
で
は
栄
養
を
と
り
不
要
な
も

の
は
排
泄
す
る
と
い
う
形
で
、
常
に
自
然
界
で

循
環
す
る
も
の
が
体
を
通
っ
て
い
く
こ
と
で
繋

が
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
断
た
れ
て
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
循
環
が
自
分
の
中
に
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
覚
え
る
と
、
ど
ん
な
暮
ら
し
方
、
ど
う

在
る
こ
と
が
大
切
な
の
か
、
短
い
間
に
こ
の
体

が
居
心
地
良
く
最
後
ま
で
存
在
す
る
こ
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
答
え
は
や
は
り
、自
然
の
循
環
を
妨
げ
ず
、

流
れ
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
確
か
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

自
然
の
循
環
を
妨
げ
な
い
も
の
と
い
う
の

は
、
自
然
の
も
の
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
ま

た
自
然
に
還
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。﹁
木
﹂
由
来
の
も
の
た
ち

も
、
人
が
使
っ
て
も
自
然
の
巡
り
を
妨
げ
な
い

も
の
の
一
つ
で
す
。
但
し
、
使
い
方
、
扱
う
量

に
よ
っ
て
は
そ
う
で
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
は
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
自
然

界
に
還
す
の
が
難
し
い
も
の
と
比
べ
る
と
こ
ち

ら
の
方
が
良
い
と
い
う
選
択
は
で
き
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
人
類
の
歴
史
の
中
で
は
、
そ
の
よ

う
な
自
然
に
還
る
も
の
ば
か
り
を
上
手
に
使
わ

せ
て
も
ら
い
暮
ら
し
た
期
間
の
方
が
長
い
は
ず

な
の
で
す
が
、
近
年
急
激
に
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

■H
ibana

の
出
発
点

　

日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
﹁
山
﹂
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
も
な

く
、﹁
木
﹂
以
外
の

も
の
を
多
く
使
う
よ

う
に
な
っ
た
今
、
山

か
ら
い
た
だ
い
た

薪
・
炭
・
ペ
レ
ッ
ト

と
い
っ
た
燃
料
や
、

木
の
も
の
を
、
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
の

中
に
届
け
よ
う
と
、

二
〇
〇
六
年
に
株
式

会
社H

ibana

が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
出
発
点
と

な
っ
た
の
は
、﹁
薪

く
炭
くK

Y
O

T
O

﹂

と
い
う
団
体
で

す
。﹁
薪
く
炭
く

K
Y

O
T

O

﹂
で
は
、

海
外
の
森
林
に
お
け

る
違
法
伐
採
の
問
題

や
国
内
の
林
業
の
低
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か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
何
か
災
害

が
起
こ
っ
た
際
に
も
、
井
戸
や
お
く
ど
さ
ん
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
自
然
の
も
の
を
い
た
だ
く

暮
ら
し
方
が
で
き
て
い
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
す
べ
て
断
た
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な

い
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
、
そ
こ
で
過
ご
し
な
が

ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

調
和
と
い
う
の
は
、
食
べ
る
も
の
に
つ
い
て

も
同
じ
く
で
す
。
人
間
は
も
ち
ろ
ん
動
物
た
ち

は
す
べ
て
、
そ
の
歯
の
構
成
が
食
性
を
表
し
て

い
ま
す
。
人
の
場
合
は
、
五
：
二
：
一
の
割
合

で
、
穀
物
︵
日
本
人
は
米
︶、
野
菜
、
動
物
性

の
も
の
と
な
り
、
本
来
は
そ
れ
に
添
っ
て
い
た

だ
け
ば
体
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
す
。

　

暮
ら
し
に
纏
わ
る
衣
食
住
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
お
い
て
先
人
の
経
験

が
積
み
重
な
っ
て
き
て
、
そ
こ
に
自
然
の
一
部

で
あ
る
生
き
物
と
し
て
の
在
り
方
を
考
え
、
暮

ら
し
て
い
く
知
恵
が
あ
る
と
思
う
と
、
や
は
り

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
に
時
が
進
も
う
と
も
大
切
に

す
べ
き
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

H
ibana

で
は
、
今
の
暮
ら
し
の
中
に
少
し
ず

つ
で
も
木
や
火
を
使
う
場
面
を
が
加
わ
る
よ
う

提
案
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
基
礎

と
な
る
山
々
と
、
そ
れ
と
繋
が
る
自
然
と
調
和

し
た
暮
ら
し
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
選
択
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
ど

う
し
て
も
、
そ
こ
に
一
〇
〇
年
以
上
建
っ
て
い

た
あ
の
家
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
だ
っ
た

と
思
う
の
で
す
。
建
物
自
体
が
生
き
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
木
と
土
で
で
き
た
そ
の
空
間
は
、

暮
ら
し
の
中
に
木
や
火
が
活
躍
で
き
る
条
件
が

揃
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
と
冬
の
調
整
は
建
具
替
え
で
行
い
、
夏
は

風
通
し
の
よ
い
葦
簾
な
ど
が
使
わ
れ
、
冬
に
な

る
と
襖
や
障
子
と
交
換
さ
れ
ま
す
が
、
冬
の
寒

さ
に
は
火
鉢
で
暖
を
と
る
の
が
ち
ょ
う
ど
よ

く
、
隙
間
風
も
含
め
て
じ
ん
わ
り
と
温
め
て
く

れ
ま
し
た
。
庭
に
は
自
然
の
姿
が
現
わ
さ
れ
、

家
の
中
で
も
日
々
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
湿
気
が
多
く
て
も
そ
れ
を

吸
収
し
て
く
れ
て
い
る
の
も
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
し
、
何
と
言
っ
て
も
居
心
地
は
抜
群
で
、
訪

れ
る
人
た
ち
が
皆
、
心
地
よ
い
そ
の
空
間
を
気

に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
居
心
地
良
さ
は
、

同
じ
生
き
て
い
る
も
の
ど
う
し
の
調
和
が
あ
る

や
珈
琲
を
淹
れ
る
＂
ひ
と
手
間
＂
の
心
地
よ
さ

も
体
験
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。︵
写
真
２
︶

　

こ
の
他
に
も
、
様
々
な
木
の
端
材
が
集
ま
る

﹁
木
の
市
﹂
や
、
食
べ
物
を
通
じ
て
里
山
と
つ

な
が
る
﹁
ヒ
ノ
コ
市
﹂、
木
地
師
の
方
に
学
び

な
が
ら
の
木
工
旋
盤
に
よ
る
木
の
器
づ
く
り
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
の
相
談
会
や
掃

除
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
七
輪
を
囲
む
七
輪
カ

フ
ェ
開
催
、
各
種
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
、
様
々
な
形
で
山
と
街
の

接
点
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

︵
写
真
３
︶

　

人
の
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た
山
々
の
課
題
も

あ
る
一
方
、
転
職
し
て
林
業
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
若
手
林
業
家
の
方
に
出
会
う
な
ど
、
希

望
が
持
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
二
〇
一
一
年

の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
七
輪
や
火
鉢
に
興

味
を
も
つ
人
も
増
え
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　

ヒ
ノ
コ
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
に
、
山
と
つ

な
が
る
何
か
を
選
ん
で
暮
ら
し
に
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
と
し
て
、
今
後
も
少
し

ず
つ
山
に
近
づ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

以
前
に
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
普
及
拠
点
と

し
て
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
京
町
家
が
あ

り
ま
し
た
。﹁
お
く
ど
さ
ん
﹂
が
あ
り
、
井
戸

水
も
使
え
て
、
街
中
で
薪
を
使
っ
て
ご
飯
を
炊

く
と
い
う
体
験
も
で
き
る
空
間
で
、
ヒ
ノ
コ
で

扱
う
京
都
の
薪
や
炭
も
そ
の
京
町
家
の
暮
ら
し

体
験
に
お
い
て
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
明
治
四
三
年
に
建
て
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
と
共
に
在
っ
た
で
あ
ろ
う
そ
の
家
は
、
平
成

二
七
年
の
春
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
の
値

段
が
高
い
場
所
で
、
高
い
値
の
つ
い
た
土
地
が

買
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
跡
に
建
つ
の
は
マ
ン

シ
ョ
ン
の
予
定
で
す
。

　

暮
ら
す
人
に
よ
っ
て
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
よ
い

写真1  1階店舗の様子。今年度より導入された木工旋盤では、木の器づくりも体験できる。 写真2  メインテーブルは「ワシタカ工藝」さん作。「二宮幸司」さん作の壁の木の卵は、ひと
つひとつ違う木でできており、みなさん注目されるところ。森林を守り育てる仲間の
想いも感じていただける空間が、様々に活用されている。

寒い時季は事務所内のペレットストーブも活躍。
皆さんにペレットストーブが実際どのようなものかも
見て、（冬場は）体験いただける。

写真3  山とのつながりを感じてもらえるよう開催するイベントのひとつ「ヒノコ市」の様子。
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

十
一月
十
八
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
三
名
、
監
事
二
名

︵
１
︶
会
計
報
告
に
つ
い
て

一
〇
月
計
の
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
五
、七
八

五
、四
〇
八
円
、
支
出
一
一
、七
五
一
、八
一
四
円
、

差
引
△
五
、九
六
六
、四
〇
六
円
で
あ
り
、
本
年
度

累
計
の
収
支
差
引
は
二
四
、三
八
八
、八
五
三
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
特
定
空
家
等
の
診
断
業
務
委
託
に
つ
い
て

貝
塚
市
と
の
特
定
空
家
等
の
診
断
に
か
か
る
業
務

委
託
に
つ
い
て
、
責
任
や
費
用
、
そ
の
他
課
題
に

関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
将
来
を
見
据
え
た
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
み
、
本
会

と
会
員
建
築
士
が
連
帯
で
業
務
責
任
を
負
っ
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
３
︶
基
礎
ぐ
い
工
事
問
題
の
相
談
に
つ
い
て

国
交
省
か
ら
本
会
に
要
請
が
あ
り
、
建
築
相
談
分

科
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
支
援
分
科
会
等
の

協
力
体
制
の
も
と
で
、
大
阪
で
は
唯
一
の
建
築
支

援
団
体
と
し
て
標
記
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か

ら
の
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

︵
４
︶
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
手
数
料
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の一
環
と

し
て
認
定
手
数
料
を
一
部
で
無
料
対
応
し
て
き
た
も

の
を
規
則
通
り
一
律
に
有
料
と
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。な
お
、手
数
料
免
除
条
項
で﹁
公
益
性
又
は
公
共

性
の
あ
る
も
の
﹂と
あ
る
対
象
表
現
を
、﹁
会
長
が
認

め
る
も
の
﹂と
改
定
す
る
こ
と
を
併
せ
て
承
認
し
た
。

︵
５
︶
香
港
工
業
總
会
等
と
の
覚
書
に
つ
い
て

香
港
工
業
總
会
と
日
本
建
築
材
料
協
会
と
本
会
の

三
者
で
調
印
し
て
交
流
を
図
る
た
め
の
覚
書
条
文

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
要
素
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
材
料

協
会
と
も
再
度
調
整
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
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　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　河合哲夫　　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美
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大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
内
を
南
北
に
貫
く
堺
筋
。そ
の
長
堀
橋
附
近

は
今
年
あ
た
り
か
ら
急
に
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
た
。そ
の

中
で
も
埋
没
せ
ず
、一
際
重
厚
に
感
じ
る
建
物
が﹁
堺
筋
倶

楽
部︵
旧
川
崎
貯
蓄
銀
行
大
阪
支
店
︶﹂だ
。

　

建
物
は
川
崎
貯
蓄
銀
行
大
阪
支
店
と
し
て
計
画
さ
れ
、

設
計
は
川
崎
貯
蓄
銀
行
建
築
課
が
担
当
。し
か
し
、川
崎

財
閥
の
顧
問
建
築
家
で
あ
っ
た
矢
部
又
吉
氏
も
手
掛
け

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。規
模
は
地
下
一
階・地
上
四
階
建

て
で
、構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。施
工
は
竹
中
工
務

店
が
担
い
昭
和
六
年︵
一
九
三
一
年
︶に
竣
工
し
た
。重
厚
な

石
張
り
の
外
観
は
バロ
ッ
ク
風
に
装
飾
さ
れ
、中
央
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
は
高
さ
を
十
分
に
確
保
さ
れ
た
吹
抜
け
空
間
を
有

し
、銀
行
に
相
応
し
い
豪
華
さ
と
機
能
を
兼
ね
備
え
た
構

成
と
さ
れ
た
。

　

時
代
の
変
化
と
共
に
銀
行
再
編
の
波
が
押
し
寄
せ
、名
称

が
変
わ
り
続
け
た
が
つ
い
に
破
綻
。取
り
壊
さ
れ
る
予
定
だ
っ

た
建
物
を
、現
オ
ー
ナ
ー
が
熱
意
を
持
っ
て
再
生
に
取
り
組

み
、平
成
一
三
年︵
二
〇
〇
一年
︶に
み
ご
と
蘇
ら
せ
た
。現
在

は一階
に
イ
タ
リ
ア
料
理
、二
階・三
階
で
は
フ
レ
ン
チ
料
理
を

食
す
る
こ
と
が
出
来
る
。四
階
に
は
宴
会
場
も
完
備
し
結
婚

式
も
可
能
だ
。堺
筋
を
代
表
す
る
ホ
ン
マ
も
ん
と
言
え
る
。

建
築
相
談
～
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ま
つ
わ
る
最
新
話
題

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
法　
　
　

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
回
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
で
も
あ
る
相
談
委
員
の

桐
石
正
史
さ
ん
に
、
最
近
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
話
題

と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
法
と
は

　

昨
年
︵
平
成
二
六
年
︶
十
二
月
二
四
日
に
﹁
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
︵
通
称
：

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
法
︶﹂
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
の

巨
大
地
震
の
発
生
に
備
え
、
旧
耐
震
基
準
の
建
物
な

ど
耐
震
性
不
足
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
法
の
特
徴

　

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、﹁
マ
ン
シ
ョ
ン

敷
地
売
却
制
度
の
創
設
﹂
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
区
分

所
有
者
全
員
の
合
意
が
必
要
だ
っ
た
も
の
を
、
五
分
の

四
以
上
の
賛
成
で
マ
ン
シ
ョ
ン
と
そ
の
敷
地
を
売
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
売
却
後
に
マ

ン
シ
ョ
ン
を
再
築
す
る
か
ど
う
す
る
か
は
自
由
な
の
で
、

急
に
居
住
す
る
場
所
が
な
く
な
る
な
ど
の
こ
と
に
備
え

た
配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
﹁
容
積
率
の
緩
和
特
例
の
創
設
﹂
で
す
。

耐
震
性
不
足
な
ど
の
理
由
で
除
却
の
必
要
性
に
係
る

認
定
を
受
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
替
え
て
新
た
に
マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
設
す
る
場
合
、一
定
の
敷
地
面
積
が
あ
り
、

市
街
地
環
境
整
備
・
改
善
に
資
す
る
も
の
に
つ
い
て
特

定
行
政
庁
が
許
可
し
た
場
合
に
は
容
積
率
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
大
で
通
常
の
容
積
率
の

一．五
倍
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
現
在
の
場
所
で

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
入
居
が
容
易
に
な
っ
た
一
方
で
、
手

続
き
や
権
利
調
整
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に

　
こ
れ
ら
の
措
置
は
一
般
的
な
総
合
設
計
制
度
よ
り
も

条
件
が
緩
や
か
に
な
り
、
建
替
を
容
易
に
す
る
目
的

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上
積
み
さ
れ
る
容
積
率
は
各

特
定
行
政
庁
が
独
自
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

阪
市
で
は
、
ま
だ
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
建
替
申
請
な

ど
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
周
知
を
図
り
ス

ム
ー
ズ
な
建
替
を
目
指
し
て
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
の
支
援
制
度

　

国
や
各
行
政
で
は
、
建
替
を
支
援
す
る
た
め
に
、

補
助
金
制
度
・
債
務
保
証
︵
抵
当
権
抹
消
費
用
や

事
業
資
金
の
借
り
入
れ
に
対
す
る
債
務
保
証
︶・
融

資
制
度・税
制
特
例
な
ど
の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
相
談
サ
ー
ビ
ス
も

設
け
、
弁
護
士
・
建
築
士
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
の

対
面
相
談
も
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
法
整
備
や
制
度
の
充
実
に
よ
っ
て
、
耐
震

性
が
不
足
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
に
選
択
肢
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
は
、

現
状
と
同
じ
規
模
あ
る
い
は
容
積
率
に
余
裕
が
あ
り

大
き
く
で
き
余
剰
床
を
売
却
で
き
る
な
ど
の
条
件
に

恵
ま
れ
な
い
と
実
現
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
法
整
備
で
そ
の
ハ
ー
ド
ル
が
一
気
に
下
が
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
少
し
下
げ
ら
れ

た
の
は
事
実
で
す
。
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
該
マ

ン
シ
ョ
ン
が
﹁
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
と
し
て
認
定
﹂

さ
れ
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
や
容
積
率
緩
和
は
前
提
と
し

て
﹁
耐
震
性
が
不
足
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
除
却
さ
れ
る
こ

と
の
公
益
性
や
公
開
空
地
の
整
備
な
ど
の
公
共
的
な

貢
献
要
素
﹂
が
評
価
さ
れ
た
た
め
の
ボ
ー
ナ
ス
で
す
か

ら
、何
で
も
か
ん
で
も
規
制
緩
和
と
は
い
か
な
い
で
し
ょ

う
。
全
国
に
相
当
数
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
旧
耐
震

基
準
の
建
物
も
多
く
現
存
す
る
中
で
ス
ム
ー
ズ・ス
マ
ー

ト
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。



　
　

理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

十
一月
十
八
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
三
名
、
監
事
二
名

︵
１
︶
会
計
報
告
に
つ
い
て

一
〇
月
計
の
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
五
、七
八

五
、四
〇
八
円
、
支
出
一
一
、七
五
一
、八
一
四
円
、

差
引
△
五
、九
六
六
、四
〇
六
円
で
あ
り
、
本
年
度

累
計
の
収
支
差
引
は
二
四
、三
八
八
、八
五
三
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
特
定
空
家
等
の
診
断
業
務
委
託
に
つ
い
て

貝
塚
市
と
の
特
定
空
家
等
の
診
断
に
か
か
る
業
務

委
託
に
つ
い
て
、
責
任
や
費
用
、
そ
の
他
課
題
に

関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
将
来
を
見
据
え
た
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
み
、
本
会

と
会
員
建
築
士
が
連
帯
で
業
務
責
任
を
負
っ
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
３
︶
基
礎
ぐ
い
工
事
問
題
の
相
談
に
つ
い
て

国
交
省
か
ら
本
会
に
要
請
が
あ
り
、
建
築
相
談
分

科
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
支
援
分
科
会
等
の

協
力
体
制
の
も
と
で
、
大
阪
で
は
唯
一
の
建
築
支

援
団
体
と
し
て
標
記
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か

ら
の
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

︵
４
︶
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
手
数
料
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の一
環
と

し
て
認
定
手
数
料
を
一
部
で
無
料
対
応
し
て
き
た
も

の
を
規
則
通
り
一
律
に
有
料
と
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。な
お
、手
数
料
免
除
条
項
で﹁
公
益
性
又
は
公
共

性
の
あ
る
も
の
﹂と
あ
る
対
象
表
現
を
、﹁
会
長
が
認

め
る
も
の
﹂と
改
定
す
る
こ
と
を
併
せ
て
承
認
し
た
。

︵
５
︶
香
港
工
業
總
会
等
と
の
覚
書
に
つ
い
て

香
港
工
業
總
会
と
日
本
建
築
材
料
協
会
と
本
会
の

三
者
で
調
印
し
て
交
流
を
図
る
た
め
の
覚
書
条
文

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
要
素
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
材
料

協
会
と
も
再
度
調
整
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
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建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08 建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽 き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うが つ（ 穿 つ ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

1
2012 No.571

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

2
2012 No.572

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

3
2012 No.573KENCHIKUJIN SINCE1964

建築人

建
築
人 

４
2012

建
築
人 

５
2012

建
築
人 

６
2012

建
築
人 

７
2012

建
築
人 

８
2012

建
築
人 

９
2012

建
築
人 

10
2012

建
築
人 

11
2012

建
築
人 

12
2012

建
築
人 

1
2013

建
築
人 

2
2013

建
築
人

2006－01
創刊号

建
築
人 

3
2013

建
築
人 

4
2013

建
築
人 

5
2013

建
築
人 
6
2013

建
築
人 

7
2013

建
築
人 

8
2013

建
築
人 

9
2013 2013

建
築
人 

10
2013

建
築
人 

11
2013

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2014

建
築
人 

2
2014

建
築
人 

3
2014

建
築
人 

4
2014

建
築
人 

5
2014

建
築
人 

6
2014

建
築
人 

7
2014

建
築
人 

8
2014

建
築
人 

9
2014

建
築
人 

10
2014 2014

建
築
人 

11
2014

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2015

建
築
人 

2
2015

建
築
人 

3
2015

建
築
人 

4
2015

建
築
人 

5
2015

建
築
人 

6
2015

建
築
人 

7
2015

建
築
人 

8
2015

建
築
人 

9
2015

建
築
人 

10
2015 2015

建
築
人 

11

建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユ バ 外 科

「 建 築 の つ かまえ方 」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜 山 女 性 家 族 開 発 院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「 空 虚 な 華 や か さ 」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには

「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー

日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの

釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵

時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水 辺 の 風 景 づ くり の 今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 

12
2015

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユ バ 外 科

「 建 築 の つ かまえ方 」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜 山 女 性 家 族 開 発 院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「 空 虚 な 華 や か さ 」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには

「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー

日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの

釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵

時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水 辺 の 風 景 づ くり の 今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 
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